
阿南市立椿町中学校

１ 学校の概要

① 生徒数 ２４名

② 校訓 強く 正しく 和やかに

めざす生徒像

『強く』 心身を鍛え，物事を最後までやり抜くたくましい生徒

『正しく』 しっかりと考え，自分の意見を堂々と発言できる生徒

『和やかに』命と人権を大切にし，思いやりや感謝の心を持つ生徒

③ 環境目標・テーマ

－椿の海や山の自然を大切にし，人と環境にやさしい椿町中学校にしよう－

１．「節電」「節水」「リサイクル資源の回収」に取り組み，行動できる生徒づくり

２．地域と共に椿の環境美化に取り組み，協力できる学校づくり

３．椿の海や山の環境保全をとおして，ふるさとを大切にする環境学習に取り組む

学校づくり

２ 行動方針

① 節電に努力する。

② ごみの分別に努力する。

③ リサイクル活動を行う。

④ 椿の海や山を大切にし，自然を守ることに努力する。

⑤ ウミガメの卵の保護観察活動を行う。

３ 行動

① 電気の節約

電気の使用量のグラフ（kw/h） 節電呼びかけポスター

② 水の節約

水道使用量のグラフ（立方メートル） 節水呼びかけシール

（減少の原因は，漏水による。）
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③ 資源ゴミ回収

資源ゴミの分別 資源ゴミの回収 海岸清掃後の分別

④ 自然を守る

海岸清掃 ウミガメの卵の移植

ウミガメの卵の移植 子ガメの放流

４ 具体的効果

◆ 節電・節水の意識が以前より高まり，節約しようと心がける生徒が増えてきた。

◆ ゴミの分別は，生徒・職員ともよくできている。

◆ 海岸清掃やウミガメの卵の保護観察活動を通じて，ふるさとの自然を大切にしよ

うとする意欲が高まった。

５ 改善点

◆ 節電・節水の意識をより一層高め，具体的な活動を行い徹底させたい。

◆ 環境問題を身近な問題としてとらえ，更に実践・行動できる生徒の育成を図る。

◆ 「学校版環境ＩＳＯ」の学校での取り組みを家庭や地域へ発信したい。


